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2. 4　拡散接合の特徴

拡散接合の特徴として，以下四つが挙げられる．
( 1 ) 高強度：面と面同士が接合でき，究極的には接合
部が母材と一体化するため，高い強度が期待できる．
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対流させ，急速冷却を行うことで生産効率を高めている．
拡散接合の主要パラメータを満たす手法としては，誘導
加熱・通電加熱による昇温やばね力による加圧，不活性ガ
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果を紹介したが，ୈ 16 ਤ



71

IHI�U�C�yVol.62  No.2 ( 2023 )

6.　結　　　　言




